会　議　記　録
高松市附属機関等の会議の公開および委員の公募に関する指針の規定により，次のとおり会議記録を公表します。

	会 議 名
	第6回高松市文化芸術振興条例検討委員会

	開催日時
	平成25年4月25日(木)午後3時30分～5時30分

	開催場所
	四番丁スクエア会議室（市役所北）

	議    題
	(1)総則の修正(案)について
(2)基本施策(案)について
(3)その他

	公開の区分
	　　■　公開　　□　一部公開　　□　非公開

	上記理由
	

	出席委員
	甘利委員，鹿庭委員，鎌田委員，小西委員，島田委員，佃委員，冨田委員，橋本委員，林委員，村川委員，若井委員
計11人(4人欠席)

	傍 聴 者
	     1人[四国新聞 中川記者]（傍聴席5人程度を確保）

	担当課および連絡先
	高松市文化芸術振興課　839－2636


	審議経過および審議結果

	会議を開会し，次の議題について協議し,下記の結果となった。

(1) 総則の修正(案)について
事務局
　前回の第5回検討委員会でいただいた意見を反映した「総則(案)」について説明。
　市の役割・責務についての第４条に，「必要な財政上等の措置を講ずるとともに」，「組織内の連携」に加えて「関係機関との連携を図るもの」を追加するもの。
委員意見
　異議なし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(2) 基本施策（案）について
前回会議での各グループより報告を受ける。

橋本委員グループ[報告者：橋本]　第8～11条について
　津村委員グループ[報告者：小西]　第12～15条について
木ノ下委員グループ[報告者：鹿庭]第16～19条について

これらを受けて，各条項に対して，
委員意見
・8条：文化芸術の振興
→異議なし
・9条：文化芸術活動の支援
→財政上の措置も必要では？但し，第4条第2項に「市の役割・責務」に表記されており，また，第9条中の「支援」が財政的な支援も含んでいる。
・10条：人材育成

→「表現する人」と「場を作る人」の両方の意に表現を推敲のこと。
・11条：次代の育成
→異議なし

・12条：環境整備

→「機会の拡充」の中に，規制緩和を書き入れることができるものかどうか。
・13条：連携協働(ネットワーク)

→異業種を巻き込むことが大事なので，条例文言として，「文化芸術活動を通して」「活気ある地域社会の実現」を目指すという書き方の方がいいのでは？

・14条：情報の収集，発信等

→情報は，「収集して」「蓄積」「活用」，そして「発信する」という流れの方が分かりやすい。

・15条：交流の促進

→多様な価値観を越えた共生という方向性として，文言の精査を。
・16条：地域特有の文化の継承と創造

→他者性という文言等，精査が必要。

・17条：新しい文化芸術の肯定・共有

→あるものを受け入れて尊重するという表現の方がよい。

・18条：文化的なまちづくり
→観光に限定することなく，まち全体で地域産業の振興，その流れを応援するもの。

・19条：顕彰及び奨励

→意義なし。


	(3) その他について
　事務局
創造都市推進審議会，創造都市推進懇談会で「〈スポーツは文化ということ〉を文化芸術振興条例の中でも位置づけしてはどうか」という提案を受け，委員の意見を聞く。

委員意見
「スポーツは文化」には賛同できるが，芸術とスポーツがイコールではないと思われる。スポーツに芸術性はあるが，芸術と言ってしまうには違和感があるという意見もあった。しかし，特色ある高松らしい条例制定に向けて，スポーツを何らか織り込んでいく方向性は理解できる。
事務局
　スポーツ関係者の意見も聞いた上で，次回事務局案を提案する。
次回第7回委員会は，5月30日(木)午後2時から素案を固める会とする。

第8回委員会は，6月27日(木)午後5時から。

また翌6月28日(金)午後４時から，市長への答申には，橋本委員長と村川副委員長にお願いしていることを各委員に報告。
　その他，委員から特に意見はなく，以上をもって，本日の会議を終了することと
した。
以　上



































